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(一社)日本配電制御ｼｽﾃﾑ工業会 JSIA 優良認定工場 
(一社)公共建築協会評価書(盤類)取得工場 
ISO9001･ISO14001 認証取得工場 

日光杉並木オーナー制度に保護賛同（3 本目） 

環環境境･･CCSSRR 報報告告書書 22002222  

Environmental･CSR Report 2022 

配電盤事業部・盤ドック事業部・防犯事業部 



— 社長メッセージ —  －ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成を目指して－ 

—— 配電盤・制御盤メーカーとして社会に貢献できる企業へ—— 

  2006 年 1 月に ISO14001 の認証を取得してから、地球環境問題への取り組みを

定め、環境保全活動を積極的に推進してまいりました。ISO１４００１をはじめ、2009

年 1 月には『ECO うつのみや２１』認定（宇都宮商工会議所）、2009 年 12 月には

『エコキーパー事業所（★★★三ツ星）』認定（栃木県）されるなど、複数の環境マネ

ジメントシステムから弊社の環境活動をモニタリングしてまいりました。現在では、効

率化の観点から ISO14001 の環境マネジメントシステム１つに集約しております。２

００９年１２月には、『マロニエ ECO 事業所表彰』の「温室効果ガス削減部門」にお

いて特別賞を受賞し栃木県知事から表彰を受けました。 

  震災の影響により電力が心配された2011年の夏には、節電活動に全力で取り組み、

使用電力量を昨年比で△７０％超を達成し、宇都宮市長より『うつのみや節電大作戦』

特別賞をいただき、2012 年には弊社の節電活動に関してテレビ取材を受けました。 

  2014 年 12 月には太陽光発電システムを本社屋上と製品倉庫屋上に導入し、再生可

能エネルギーの有効活用を開始しました。現在では、栃木県内外に 25 カ所の自社所有

の太陽光発電所の維持管理をおこなっております。 

CSR 活動においては、２００９年１１月に『宇都宮まちづくり貢献企業』に認定さ

れております。２０１０年 2 月には『宇都宮市雇用優良事業所表彰』において優秀賞を

受賞し、2012 年には日本赤十字社様から金色有功章を受章しております。2013 年

には、前年度から実施している宮城県石巻市への災害ボランティア活動（花苗植え(5

月)・餃子屋台(2013 年 11 月および 2014 年 06 月)）や「認知症サポーター養成講

座」の開催(9 月)、「宇都宮 CSR フォーラム」での CSR 活動事例発表(11 月)など、よ

り幅広く活動を推進しています。また、厚生労働省「ものづくりマイスター（電気製図 

電気機器組み立て、電工）」として認定されており、マイスター派遣の要請に応じて講

師としても社会に貢献しています。その他、2009 年および 2021 年に「日光杉並木

オーナー制度」に賛同し、日光杉並木オーナー（3 本）となっております。 

 

製造業としての製品品質はもちろんのこと、地球環境にもやさしい企業活動を続け、

自動制御盤・配電盤・監視制御装置の設計・製造を通し、国家・社会に貢献できる企業

をめざし、より一層努力してまいります。SDGs（持続可能な開発目標）の達成のため

にも、皆様方の一層の御支援・御指導をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

令和 4 年 8 月吉日 

株式会社協立製作所 

代表取締役社長 大谷津敏之 
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環境報告 

（１）環境方針 —クリーンで地球環境にやさしい配電盤づくりをめざします— 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

《基本理念》 

１． 私達はお客様の要求に適合する製品を提供することにより、 

お客様の信頼とご満足を追求し続けます。 

２． 私達はクリーンな地球環境との共生を人類共通の課題と認識し、 

企業活動を通し安心できる社会と環境づくりに貢献します。 
 

《基本方針》 

１． ISO9001・ISO14001 に基づく品質・環境マネジメントシステムを構築し、 

その要求事項の適合と有効性の継続的な改善を行います。 

２． 法規制及び利害関係者の要求事項を順守し、当社のマネジメントシステムに 

従い行動します。 

３． 一人ひとりがお客様の視点にたって、制御盤・配電盤及び監視制御装置の品 

質向上を目指します。 

４． 省資源・省エネルギー活動を推進し、廃棄物の削減と資源の有効利用に努め 

ます。 

５．有害物質の使用を削減し、汚染の予防に努めます。 

６．二酸化炭素の発生量を削減し、気候変動の緩和に努めます。 

７．この方針は定期的にレビューし、日々変化する現況を適時反映させます。 

                          2017 年 5 月 1 日 

                          株式会社 協立製作所 

                          代表取締役 大谷津敏之 

弊社では、配電盤・制御盤の設計・製

造活動をおこなうにあたり、品質・環境

マネジメントシステムを設けています。 

品質・環境方針を定め、品質・環境マ

ネジメントシステムの継続的改善を推進

することにより、より地球環境にやさし

い配電盤づくりをめざしています。 

品質・環境方針 

－ １ － 



Ｑ E 会 議 

 
（２）事業活動により環境に与える影響 
 

弊社は、制御盤、配電盤および監視制御装置の設計・製造を通し、お客様の一品毎の

設計・製造のニーズに継続的に応えています。この事業活動のあらゆる段階における環

境負荷の把握およびその低減を図るために様々な環境活動を推進しています。 

 環境に与える影響（OUTPUT）の要因になるもの（INPUT）として、生産活動にお

ける燃料や電気等のエネルギーの消費、部品の梱包材等の廃棄物、製品の設計段階およ

び事務処理で発生するコピー用紙が主に挙げられます。これらの INPUT を効率的に活

用し全体の使用量を削減するための活動を積極的に取り組んでいます。 

 この活動を推進していくことにより、大気汚染、廃棄物の排出の低減を図っています。 
 
 

（３）品質・環境管理体制 

  弊社では効果的かつ効率的な品質・環境マネジメントシステムの運用を図るために、

有効な組織を構築し、役割や責任および権限を明確にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内部環境監査員を置き、定期的に環境内部監査を行うことにより、環境マネジメント

システムの運用が効果的かつ効率的に働いているかどうかを評価しています。 

  また、定期に開催する品質および環境のマネジメントシステムに関する会議（QE 会

議：毎月１回実施）を通して、組織運営上の情報を共有化し、目標達成の有効性の確保

に努めています。 

  さらに、環境マネジメントシステムの実行にあたり、社員一人ひとりの意識向上と環

境に対する知識の習得のため、教育訓練を行っています。 

社 長 

I S O 事 務 局 内 部 監 査 

業 務 部 技 術 部 

環境委員 環境委員 

品質・環境マネジメントシステム組織図 

－ ２ － 



（４）令和３年度の環境活動目標 

 

項目 目標 具体的な取組内容 

省資源 一般廃棄物の削減 
一般廃棄物の一部を資源ごみとしてリサイ

クル（分別の徹底） 

地球温暖化防止 
廃棄物焼却・燃料及
び電気の消費により
発生する CO2の削減 

・電気・燃料使用量の削減 

・焼却する廃棄物の削減 

新型コロナウイルス対策 リモート会議推進 ・通信機器設置の充実化 

設立 40 周年記念事業 
「日光杉並木オーナー制度」

保護賛同 
・「日光杉並木オーナー制度」に保護賛同 

 
（５）廃棄物削減を目的としたリサイクル推進 
 

 弊社では、製品の設計や業務活動においてコピー用紙を使用しており、製品を製造す

る過程で部品の梱包材等の一般廃棄物を排出しています。この結果、これら一般廃棄物

の焼却および事業活動の展開を通して二酸化炭素が排出されています。貴重な資源を有

効活用し今後の地球環境に大きく関わる二酸化炭素の排出を削減するためには、事業活

動におけるリデュース、リユースおよびリサイクルの取り組みが重要であると認識し、 

■【省資源】として《一般廃棄物の一部を資源ごみとしてリサイクル（分別の徹底）》 

■【地球温暖化防止】として《電気・燃料使用量の削減焼却する廃棄物の削減》 

■【新型コロナウイルス対策】として《リモート会議の推進》 

■【設立 40 周年記念事業】 

を令和 3 年度に取り組む内容とし、 

① 一般廃棄物の削減（一般廃棄物の一部を資源ごみとしてリサイクル） 

② 地球温暖化防止（CO2 の削減/電気・燃料の使用の効率化・使用量の削減） 

③ 通信機器設置の充実 

④ 「日光杉並木オーナー制度」保護賛同 

を目指し活動してきました。 

 

この結果、①一般廃棄物は 2018 年度基準対比で売上高原単位において 40.6％減

少、②CO2 は 2018 年度対比で売上高原単位において 19.３％減少しました。また、

③リモート会議推進は、モニター・カメラ・マイク・切替器などの設置、④設立 40 周

年記念事業として、「日光杉並木オーナー制度」への保護賛同を通し、日光杉並木のオ

ーナーになりました（３本目）。 

 

－ ３ － 



（６）推移グラフ（事務用紙使用量・一般廃棄物排出量・CO2 排出量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 16 年間の事務用紙使用量の推移のグラフです。反故紙の使用や両面印刷の励

行により、近年まで事務用紙の使用量を減少させることができました。 

下段のグラフは、枚数単位にもとづく 16 年間の推移です。前年度と比較して同程

度の消費だったことが分かります。また、平均して目標値水準を維持していることが

分かります。上段のグラフは、売上高原単位にもとづく 16 年間の推移です。前年と

比較して付加価値の高い受注にシフトしたことに伴う売上高の増加により原単位使

用量が減少しています。 

事務用紙使用量の推移 

－ ４ － 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 16 年間にわたる一般廃棄物の排出量の推移のグラフです。 

一般廃棄物は紙･布･木屑で構成されています16年間の間において時間が経過する

にしたがい、排出量が大幅に抑制されていることがわかります。これは、一般廃棄物

の一部(ダンボール・厚紙)としていたものを「資源ごみ」としてリサイクル利用に転

用したことや、事務用紙の使用方法に関して、反故紙の利用や両面印刷の励行を実施

しているため、事務用紙の排出量が抑えられているためです。さらに資源ごみの分別

徹底をおこない、新聞紙・ダンボールなどを「有価物」として転用できるようになっ

たため、最近では一般廃棄物の排出量が「０（ゼロ）」となる月が多くなっています。 

 

一般廃棄物の排出量の推移 
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過去 16 年間にわたる二酸化炭素の排出量の推移のグラフです。 

二酸化炭素の排出は、主に自動車燃料の消費・電気エネルギーの消費で構成されて

います。下段のグラフは CO２の排出量ベースのグラフです。2011 年の地震により

建物が半壊の被害に遭い、大規模な補修を行っております。それに伴い空調設備の入

れ替えを実施したことによる建物環境の変化を原因とした冬季暖房の電力消費が上

昇しています。全体的には緩やかな抑制傾向にありますが、新たに冬季の節電対策が

必要になることが読み取れます。省エネルギー活動を積極的に実施しているほか、平

成 26 年 12 月より太陽光発電システムを導入しており、現在、県内外に 25 カ所の

太陽光発電所を所有しています。

二酸化炭素の排出量の推移 

－ ６ － 



壬生太陽光発電所（下都賀郡壬生町） 南上野第 2 太陽光発電所（鹿沼市南上野町） 

遠隔地の発電所の発電状況を「エコめがね」で確認 

工場内や事務所内に設置された電

力モニタのグラフや数値で現在の発

電量が把握できます。遠隔地の発電所

は遠隔監視装置でモニタリングして

います。 

 

（７）太陽光発電システムの導入 －再生可能エネルギーの有効活用－ 

                   

環境負荷の低減を考慮し、2014 年 12 月に弊社工場屋上および製品倉庫屋上に太陽光

発電設備を設置しました。2022 年 5 月現在、県内外に 25 カ所の自社所有の太陽光発

電所を稼働させています。再生可能エネルギーの導入により、地球環境負荷の低減を図

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品倉庫屋上に設置した太陽光発電システムのモジュール（宇都宮市白沢町） 
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（８）「日光杉並木オーナー制度」への賛同 －日光杉並木保護－ 

 

 

2021 年 12 月に創立 40 周年を迎える記念として、日光杉並木オーナー制度に保護賛同しました。 

前回の弊社会長夫妻の保護賛同に引き続き、3 本目の日光杉並木オーナーとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福田富一栃木県知事と記念撮影 

2021 年 11 月 8 日 

－ ８ － 

知事および日光東照宮権宮司稲葉尚正氏との懇談 

 
日光杉並木オーナー証書 

オーナー証書（木製） 

於）栃木県庁本館９階特別会議室 

日光杉並木 

日光杉並木は、日光東照宮が造営された頃に、徳川家の家臣であった松平正綱、正

信親子２代により 20 数年の歳月をかけて植えられたものです。1625 年の植栽から

390 年余りの歴史が刻まれています。 

栃木県が世界に誇る貴重な文化遺産で、わが国唯一、国の特別史跡・特別天然記 

念物の二重指定を受けており、また世界で最も長い並木道としてギネスブックに掲載

されています。 

杉並木保護に賛同し出資した基金の運用益で並木杉の樹勢回復・自 

然環境保護を目的に平成8 年より栃木県が実施している事業です。 

「日光杉並木オーナー制度」とは 



（9）「緊急事態への対応」－ 新型コロナウイルス感染防止対策と感染後の対応 － 

緊急事態への対応として、火災や地震に対する防災訓練と同時に、新型コロナウイルス感

染防止対策と感染後の対応も確認しています。 

毎朝の検温の記録を実施 手洗い・うがい・マスク着用 

アルコール消毒 

 

定期的な換気の実施（朝礼前・午前・午後） 

毎日の定期的な手すり・ドア取手などの消毒・清掃 社会的距離を考慮した朝礼の実施 

サーキュレータによる空気循環 

 

CO2 濃度や動脈血酸素飽和度の測定の実施 加湿器で乾燥防止 

喚起を徹底した会議室 パーテーションの設置 手順書による新型コロナ対応の確認 

 

－ 9 － 



CSR 報告 

（１）品質 

１）品質方針 —                  — 

 

 

 

 

 

 

 

徹底した品質管理と高い技術力で 
信頼される製品づくりをめざします 

弊社では、顧客満足の向上と安心できる環境づ

くりをめざし、品質・環境マネジメントシステム

の改善を継続的に推進することにより、社会貢献

するために、品質方針と環境方針を定めています。 

当社は、品質マネジメントシステムの継続的改

善を推進するため、複数の外部審査を受けていま

す（ISO9001、（一社）日本配電制御システム工業

会 JSIA 優良工場認定審査、（一社）公共建築協会/

電気設備機材等評価書（盤類/制御盤））。 
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品質・環境方針 
 
 

《基本理念》 

１．私達はお客様の要求に適合する製品を提供することにより、 

お客様の信頼とご満足を追求し続けます。 

２．私達はクリーンな地球環境との共生を人類共通の課題と認識し、 

企業活動を通し安心できる社会と環境づくりに貢献します。 
 

《基本方針》 

１．ISO9001・ISO14001 に基づく品質・環境マネジメントシステムを構築し、 

その要求事項の適合と有効性の継続的な改善を行います。 

２．法規制及び利害関係者の要求事項を順守し、当社のマネジメントシステムに 

従い行動します。 

３．一人ひとりがお客様の視点にたって、制御盤・配電盤及び監視制御装置の品 

質向上を目指します。 

４．省資源・省エネルギー活動を推進し、廃棄物の削減と資源の有効利用に努め 

ます。 

５．有害物質の使用を削減し、汚染の予防に努めます。 

６．二酸化炭素の発生量を削減し、気候変動の緩和に努めます。 

７．この方針は定期的にレビューし、日々変化する現況を適時反映させます。 

                          2017 年 5 月 1 日 

                          株式会社 協立製作所 

                          代表取締役 大谷津敏之 



2）『盤ドック』メンテナンスによる焼損事故の撲滅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『盤ドック』展示会出展 
      －毎年 11 月中旬ごろ開催－ 

『ものづくり企業展示会・商談会』 
（マロニエプラザ大展示場にて） 

『盤ドック』案内用リーフレット 

『盤ドック』商標登録証 

『盤ドック』とは ？ 

熱画像カメラ（サーモグラフィカメ

ラ）を用いて配電盤および高圧キュー

ビクル等の充電部の電気回路の異常点

を発見する非破壊検査です。 

 締付不良・ネジの緩み等を原因とし

た異常昇温による焼損事故や事故の波

及による工場設備の稼動停止等を未然

に防ぐことに効果的です。 

展示会でも大好評です 

ケーブルラックの温度です（冬期で最高箇所 79.4℃で 

した）。このように配電盤以外の箇所にも応用できます。 

配電盤以外の箇所にも有効です 

締付不良による焼損事故を撲滅することは、配電盤・制御盤メーカ 

ーとしての社会的責任と認識し、配電盤の熱画像による過熱箇所診断 

サービス『盤ドック』（商標登録番号：第 5241322 号）のメンテナ

ンス業務をおこなっています。 

制御盤メーカースタッフ 

による専門的な検査です 
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オープニングミーティング 

審査の詳細・進行を協議 

 

3 年間の QMS の実施状況や

前回の「立入審査指導事項」

に対するフォロー状況の確認 

 
設 計 ： 規 格 適 合 に 関 す る 

設計支援文書及び記録の確認 

 
製造・検査・品質保証関連の 

プロセスの実施状況の確認 

 

 

試験立会 

(配電盤の「商用周波耐電圧試験」) 

 

「JSIA 優良工場認定証書」 

（有効期限：2024 年 6 月 30 日） 

 

 

JSIA 優良工場認定制度 -Excellent Factory-  

 

『JSIA（ジェシア）優良工場』とは、お客様が配電盤メーカーを選択する

さいの判断材料の一つとして利用して頂くことを想定し、優れた品質保証

体制と優秀な製造技術を有する工場を認定する日本配電制御システム工業

会独自の制度で、審査基準としては次の 4 点を特徴としています。 

 
1.高水準の品質保証体制の確立と維持 

（ISO 9001 を基本に配電盤メーカーとして必要な事項を追加） 

 

2.配電盤メーカーとしての高い技術力の確保 

（設計・製造・検査の国家資格等保持技術者の在籍義務。法令等の遵守能力） 

当面の重点審査は波及事故防止対策と高調波抑制対策。その他時の技術動向に合わ

せて追加する 

 

3.製造技術に対する不断のレベルアップ 

（指定講習会の受講義務） 

 

4.万一の場合の補償体制の確立 

（PL 保険の加入義務） 

 

３）（一社）日本配電制御システム工業会 JSIA 優良工場更新審査 

 

審査実施日                   於) 株式会社協立製作所 会議室および工場作業場 

最新更新日                     
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2021 年 05 月 11 日 

2021 年 06 月 24 日 



ISO9001 認定証        ISO14001 認定証 

 

４）ISO9001：2015＆ISO14001：2015 統合維持審査（リモート審査） 

  

 

DAS ジャパン（UKAS）による ISO9001＆ISO14001 の統合維持審査を受審しました。 

新型コロナウイルス感染拡大防止を考慮し、昨年に引き続きリモート審査で受審しました。 

弊社は ISO9001 取得してから 21 年目、ISO14001 を取得してから 17 年目を迎えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

品質および環境の両面にわたり数々のご指摘や改善の機会を与えていただきました。 

この結果、より効果的かつ効率的なシステム構築へのヒントもいただくことができました。 
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2021 年 12 月 16 日 

WEB 会議中 オープニング・ミーティング 部門別の担当者が書類審査に応答 

品質・環境を 2 画面で同時受審 リモートによる現場審査 製作指示書の記載内容確認 



（２）社会貢献 

１）『ものづくりマイスター』認定 

 

厚生労働省が推進する「ものづくりマイスター」事業の趣旨に賛同し、これに相応しい 

「電気製図 電気機器組立て」・「電工」の分野の優れた技能を有するなど、その要件に該当 

することから、厚生労働省「ものづくりマイスター」として認定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 14 － 

「ものづくりマイスター認定証」 
『電気製図 電気機器組立て』 

「ものづくりマイスター認定証」 
『電工』 

ものづくりに関して優れた技能、経験を有する方を「ものづくりマイスター」、として認定・

登録し、これら「ものづくりマイスター」が技能競技大会の競技課題などを活用し、中小企

業や学校などで若年技能者への実践的な実技指導を行い、効果的な技能の継承や後継者の育

成を行うものです。 

○ 産業活動等の基礎となる技能者の育成等を図るため、「ものづくりマイスター」（ものづく

り分野で１級技能士相当以上の指導経験豊富な熟練技能者）派遣による中小企業の若年技能

者等に対する実技指導などを実施します。 

 ○ また、学生生徒を含む若者にものづくり技能の魅力を発信し、ものづくり分野への入職・

企 業の人材確保・育成を促す観点から、マイスターによる技能検定受検を目指す若者への 実

技指導等の総合的な取組を推進します。 

ものづくりマイスター制度とは 



２）「災害への備え地道に強化」下野新聞掲載記事 

 

２０１１年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震から１０年が経過した際に、 

震災発生時の状況やその後の災害対策強化を下野新聞社様に取材していただきました。 
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2021 年 03 月 11 日 

2021 年（令和 3 年）3 ⽉ 11 ⽇ 
下野新聞 経済⾯に掲載 → 

震災後に災害対策を強化して完成した新社屋（2011 年 10 月） 

震災後に設置した太陽光発電システム 

（県内外に 25 カ所設置） 

これからも、㈱協立製作所は、緊急事態に対する備えにも最善の努力をおこない、 

配電盤・制御盤の設計・製造を通して、国家・社会に貢献できる企業を目指します。 



3）創立 40 周年記念永年勤続表彰 

 

1981 年 12 月 7 日に創立してから、2021 年 12 月で創立 40 周年を迎えました。 

創立 40 周年を記念して、永年勤続表彰を行いました。 
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永年勤続 40 年の超ベテランもいます 一人ひとりに表彰状と副賞の記念品 

色々な種類の副賞の記念品 若手も受賞 

これからも、㈱協立製作所は、働きやすい職場づくりを推進し、雇用の維持・促進を行い、 

配電盤・制御盤の設計・製造を通して、国家・社会に貢献できる企業を目指します。 

2021 年 12 月 29 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.kyoritsu-ss.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行元  株式会社 協立製作所 環境・CSR 委員会             2022 年 8 月発行 

お問い合わせ等はこちらまでお願いします 
 

〒329-1102 栃木県宇都宮市白沢町 1825－4 
TEL 028-673-6331(代) FAX028-673-6333 
U R L  ： http://www.kyoritsu-ss.com 
e-mail ： kyoritsu@dream.com 

この「環境・CSR 報告書 2022」は弊社ホームページでも御覧いただけます 


